
　
「
天
皇
機
関
説
」
排
撃
事
件
は
、
偶
発
的
だ
っ
た
と
す
る
見
方
が
あ
る
。

　
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
）
年
2
月
18
日
の
帝
国
議
会
（
貴
族
院
）
に
お
け
る

菊
池
武
夫
の
質
問
の
主
旨
は
、「
我
国
政
界
の
有
様
が
堕
落
」
し
て
い
る
こ
と
を

憂
い
た
「
綱
紀
粛
正
」
に
あ
り
、「
国
体
ヲ
破
壊
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
」
著
作
へ
の
攻
撃

は
一
連
の
指
摘
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、む
し
ろ
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
的
な
美
濃
部

達
吉
に
よ
る
議
場
で
の「
一
身
上
の
弁
明
」が
、事
件
の
発
火
点
だ
と
い
う
の
だ
。

　
は
た
し
て
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

　
た
し
か
に
、
菊
池
は
冒
頭
で
「
以
下
統
テ
綱
紀
粛
正
ニ
帰
納
ス
ル
重
大
ナ
ル

過
去
、
現
在
問
題
ヲ
捉
ヘ
マ
シ
テ
質
問
ヲ
申
シ
上
」
げ
る
と
言
明
し
て
い
る
。

だ
が
、
政
府
に
綱
紀
粛
正
の
抱
負
を
問
う
た
わ
け
で
は
な
い
。「
以
下
」
と
し
て

列
挙
さ
れ
た
７
項
目
の
「
問
題
」
は
例
示
で
は
な
く
、
質
問
の
内
実
で
あ
る
。

　
そ
の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
た
の
が「
我
ガ
皇
国
ノ
憲
法
ヲ
解
釈
イ
タ
シ
マ
ス
ル

著
作
ノ
中
デ
、
金
甌
無
欠
ナ
ル
皇
国
ノ
国
体
ヲ
破
壊
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
」
で
、

他
の
質
問
に
比
べ
て
─
─
妙
に
─
─
具
体
性
を
欠
き
、
答
弁
に
立
っ
た
松
田

源
治
文
相
は
「
如
何
ナ
ル
教
授
ガ
如
何
ナ
ル
書
物
ニ
、
ド
ウ
云
フ
コ
ト
ヲ
書
イ
タ

カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
指
摘
シ
テ
貰
ハ
ナ
ケ
レ
バ
答
弁
ス
ル
訳
ニ
ハ
参
リ
マ
セ
ヌ
」と

答
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
菊
池
は
「
指
摘
セ
ネ
バ
分
ラ
ヌ
」
か
と
嘲
り
、
末
広
厳
太
郎
の
諸
作
に
続
い
て

「
其
外
ニ
ハ
、
是
ハ
美
濃
部
博
士
ノ
御
書
述
、
憲
法
提
要
、
憲
法
精
義
ト
云
フ

ヤ
ウ
ナ
本
」
と
「
美
濃
部
サ
ン
ガ
改
造
〔
ト
イ
ウ
〕
雑
誌
ニ
、
大
変
一
木
喜
徳
郎

博
士
ニ
私
淑
セ
ラ
レ
テ
、
自
分
ガ
公
法
学
ノ
研
究
ヲ
始
メ
タ
ノ
モ
全
ク
是
デ
、

終
生
之
ニ
委
ネ
タ
」
と
書
い
た
「
一
木
喜
徳
郎
博
士
国
法
学
」
を
議
場
に
引
き

ず
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
速
記
録
か
ら
は
、
詳
細
な
資
料
を
手
元
に
置
い
て
、

こ
の
文
相
答
弁
を
待
ち
受
け
て
い
た
気
配
が
濃
厚
に
漂
う
。

　
菊
池
が
「
天
皇
機
関
説
」
を
フ
ッ
ク
に
美
濃
部
と
一
木
の
首
を
狙
っ
て
い
た

こ
と
は
、
休
憩
前
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
午
後
の
「
質
問
」
の
展
開
か
ら
も

窺
え
る
。

　
菊
池
は
後
藤
文
夫
内
務
相
と
小
原
直
司
法
相
か
ら
、
末
広
は
「
既
ニ
改
悛
ノ

境
涯
」
に
あ
る
と
聞
き
、
司
法
処
分
の
甘
さ
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
い
っ
た
ん
壇
上

か
ら
退
く
。

　
す
る
と
菊
池
に
か
わ
っ
て
三
室
戸
敬
光
が
登
壇
し
、
国
定
歴
史
教
科
書
問
題

か
ら
説
き
起
こ
し
て
「
天
皇
機
関
説
」
に
言
及
す
る
。
文
相
に
「
天
皇
機
関
説

ナ
ル
モ
ノ
ハ
今
日
ノ
大
日
本
ニ
於
テ
ハ
用
ユ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ラ
ズ
」と
言
明
せ
よ

と
迫
り
、「
篤
ト
考
慮
シ
マ
シ
テ
、
相
当
ニ
考
ヘ
ル
」
と
の
言
質
を
と
っ
て
、

三
室
戸
は
演
壇
か
ら
下
り
る
。

　
三
室
戸
と
す
れ
違
う
よ
う
に
、
井
上
清
順
が
登
壇
す
る
。「
世
ノ
師
表
デ
ア
ル

ベ
キ
学
者
ガ
、
徒
ニ
西
洋
ノ
国
振
リ
ヲ
倣
」
う
と
指
弾
し
、
岡
田
啓
介
総
理
に

「
天
皇
機
関
説
ヲ
否
認
サ
レ
テ
居
ラ
レ
ル
ノ
デ
ア
ル
カ
」
と
迫
る
。
岡
田
が
言
い

淀
む
と
「
ハ
ッ
キ
リ
ト
御
自
分
ノ
御
考
エ
ヲ
御
述
ベ
ク
ダ
サ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
希
望
」

し
、「
総
理
大
臣
閣
下
ハ
、
天
皇
機
関
説
ヲ
支
持
シ
テ
居
ラ
レ
ル
ヤ
否
ヤ
。
此
ノ

問
題
ヲ
明
確
ニ
シ
テ
戴
キ
タ
イ
」
と
追
い
打
ち
を
か
け
、
岡
田
か
ら
「
私
ハ
天
皇

機
関
説
ヲ
支
持
シ
テ
居
ル
者
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
学
説
ニ
対
シ
テ
、

是
ハ
私
共
ガ
何
ト
カ
申
上
ゲ
ル
ヨ
リ
ハ
、
学
者
ニ
委
ネ
ル
ヨ
リ
外
仕
方
ナ
イ
ト

思
ヒ
マ
ス
」
の
答
弁
を
引
き
出
し
た
。

　
こ
の
岡
田
総
理
の
答
弁
後
、貴
族
院
の
松
平
頼
壽
副
議
長
は
次
の
よ
う
に
宣
し

て
い
る
。「
国
務
大
臣
ニ
対
ス
ル
質
疑
ノ
通
告
ハ
是
ニ
テ
全
部
終
リ
マ
シ
タ
」

　
こ
の
日
の
貴
族
院
で
の
質
問
は
、菊
池
ら
議
員
か
ら
政
府
に
事
前
通
告
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。す
べ
て
の
お
膳
立
て
は
─
─
質
疑
応
答
の
や
り
と
り
を
含
め
─
─

周
到
に
準
備
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
美
濃
部
の
「
一
身
上
の
弁
明
」
は
、
岡
田
総
理
が
「
学
者
ニ
委
ネ
ル
ヨ
リ
外

仕
方
ナ
イ
」
と
答
え
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
週
間
の
後
で
あ
る
。
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〈serial 6〉
人に「嫌われる」方法 ─ 蓑田胸喜に学ぶ。
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